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1.  はじめに 3.  主観評価実験  

(a) 品質パラメータ  アクセスインターネットワークのブロードバンド化に伴

い、インターネット放送に対する期待が高まってきている。

しかし、インターネット上ではユーザが多様な環境から

サービスにアクセスしてくること、映像が伝送されるネット

ワーク資源を多くのユーザが共有することから、ネットワ

ーク環境に適したレート制御が不可欠である。このとき、

ユーザが体感する映像に対する主観品質は、視聴して

いるコンテンツやユーザの品質によって大きく異なる。

そのため、これらを考慮したレート制御が必要となってく

る。 

 本稿では、映像の主観品質に影響を与えるパラメータ

として、フレームサイズ、フレームレート、フレーム当たり

の品質の３種類を品質パラメータとして規定する。ここで

は空間解像度、および視聴時の解像度が等しいと仮定

しこれらをフレームサイズと呼ぶことにする。 

(b) 映像コンテンツ 
 現在、大規模なインターネット放送サービスは始まっ

てないため、映像コンテンツは地上波 TV 放送の番組

から用意した。これらを既存のジャンルに分類したもの

を表１に示す。各映像コンテンツにおいて、その番組の

特徴を良く表したシーンを映像シーケンスとして用意す

る。このとき、映像シーケンスがユーザの視聴目的を満

たすようにする。例えば、ニュース番組ならひとつのニュ

ースが終わるまでである。映像シーケンスの長さは５秒

以上２０秒以内とした。 

 映像のコンテンツを考慮した制御手法は２種類に分類

できる。一つはメタデータの記述を利用した方法である。

MPEG4 コンテンツを対象に、コンテンツ内のオブジェク

ト毎に重要度の記述を行う手法[1]などが提案されてい

る。二つ目は映像の特徴量抽出結果を利用した方法で

ある。シーンチェンジや映像の動きの激しさ等をシステ

ムが自動で抽出し、その特徴に適したレート制御を行う

方式などである。H.263+を対象としたトランスコーディン

グ手法[2]などが提案されている。しかし、インターネット

放送では、番組は非常に多く、ライブ放送があることな

どにより、これらの手法を適用することは難しい。そこで、

番組をいくつかのグループに分類し、そのグループごと

に同一のレート制御手法の適用を試みる。この手法は、

制御が簡単である反面、グループ分けを正確に行う必

要がある。 

表 1 映像コンテンツ一覧 

 

 

2. 既存の手法と問題点 

これまで我々は TV 局が用いている８種類のジャンル

の映像コンテンツを利用し、これらをその特徴に従って

４つのグループに分類した[3]。この手法は既存のジャン

ルを利用するため、適用するのが簡単である。しかし、

映像コンテンツの特徴はジャンル以外の要因によっても

影響を受けると考えられる。そこで、本稿では４０種類の

様々な映像コンテンツに対して主観評価実験を行い、

映像コンテンツの主観品質に影響を与えるパラメータを

考察することにより、映像コンテンツを分析する。 

(C) 主観評価実験 

主観評価実験ではシェッフェの一対比較法を用いて

各試験映像の比較をおこなう。本稿では色や空間によ

って比較が行われるため残存効果はないと考えられる

ため中屋の変法を採用した[4]。実験手順を以下に示す。 

①元の映像シーケンスに対し、表２のように各品質パラ

メータに劣化を与えた９種類の映像シーケンスを作成し、

これらに劣化のない映像シーケンスを加えた計１０種類

の映像シーケンスを試験映像とする。 
 

 
 ②２つの試験映像を組とし、被験者に見てもらい、映像

の主観品質としてどちらが望ましいか評価してもらう。評

価は-3～+3 までの７点法(非常に悪い/かなり悪い/少し

悪い/同じ良さ/少し良い/かなり良い/非常に良い)を用

いておこなう。 
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視聴条件は ITU-R 勧告 BT.500 になるべく準拠する

ように整えた。実験に使用した PC は Dell Optiplex 

GX260、ディスプレイは Dell 1901FP HAS である。被験

者とディスプレイの距離は 60cm とし、実験室内の光源

はひとつとした。視聴ポイントの照度を計測したところ、

20LUX であった。評価実験の視聴環境を図 1に示す。 

表 2 実験で用いた品質パラメータ値 

 

 

 
図 1 視聴環境 

(ｄ)実験結果 

 本実験の被験者は男性３名である。表３にある被験者

の実験結果を示す。ここで、図中の（D,S3）の値が-3 と

なっている。これは S3(フレームサイズの劣化大の映像)

が D (劣化のない映像)に対し、-3(非常に悪い)という結

果を表している。各列の値を合計したものが各試験映

像の主観品質値である｡主観品質値の大きい試験映像

は被験者の主観による品質が高いことを表している。 

表 3 ある被験者の実験結果（スポーツ・野球） 

 
 

4. 映像コンテンツの分析 

 主観評価値によって映像コンテンツのクラスタ分析を

行った。クラスタ数を６としたところ、各グループの特徴

が最も現れる結果となった。表４にグループに分類され

た映像コンテンツの一覧を示す。グループごとに品質パ

ラメータの劣化に対する主観評価値の感度を求めた結

果、図２が得られた。 

 

5. まとめ 
本稿では、４０種類の様々な映像コンテンツにおいて

主観評価実験を行い、品質パラメータ（解像度、フレー

ムレート、フレーム当たりの品質）の劣化に対する主観

品質値を求めた。主観評価値の算出結果を元にクラス

タ分析を行い、映像コンテンツの分類を行った。 

今後の課題として、映像コンテンツの分析によって得ら

れたグループに適したレート制御手法を求め、実装する。

本研究の目標は、データの入力や、複雑な処理をせず

に、それぞれの映像コンテンツの適した処理を適用する

ことである。よって、電子番組表などの自動的に得られ

る情報を、映像の分析に適用する手法を考案する。 

表４ 映像コンテンツの分類 

 
 

 
図 2 各グループの劣化に対する感度 
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